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A うsかαc ’： Recently，　the　problem　of 　how 　to　Iive　in　a　comfortable 　environmen 山 as　become 　more 　important，　and 　a　townscape

has　increasingly　attracted 　atte赧 on ．　 In　the　townscape ，　keeping　harmony　with 　environment 　is　a　common 　goal．　 Bu 口 sefUl

and 　meaning 佃 goals　are　expressing 　indiViduality鋤 d　town 　image　imhe 【ownscape ．　In　this　pape ろ we 　propose 　a　sys重em 　that

supports 　improvemenω f　the　townscapeJhe 　proposed　system 且nds 　the　best　color 　coordination 　for　street　by　considering 　three

elements ； town 　image，
　color　haπmony ，

　and 　the　cost　to　change 　colors ．　Though　we 　have　to　treat　the　image　in　the　system ，　it
’
s

dithcult　to　quantify　the 　image ．　In　our 　research ，　we 　constructed 　an 　emoIional 　model 　between　town 　image　ancl　street　colors 　from
the　approach 　of 　K α nsei 　engineering ，　First，　we 　conduct 　experiments 　using 　the 　SD （semantic 　differentia．1）　method 　to　clariffy　the

relationship 　betweon　town 　image　and 　str  t　co監〔ms．　After　the　experiments ．　we 　construct 　a　model 　using 　neural 　networks 　based

on 　these　resu 畳ts．　Testing　of 　the　rnodel 　shew 　that　the　model 　worked 　welI 　for　more 　than．　90％ of 匸he　samples ，

Key 　Words ：T （）wnscape ，　SupPort　system ，　Kansei 　engineering ，　Evaluation，　Neural　network

1．は じ め に

　 近年，生 活 の 水 準の 向上 に よ り，都市景観へ の 関心が 高 ま っ

て いる．都市景観にお い て は，周辺 の 環境との 調和だけで なく，
調和 を保 っ た 上 で ，都 市 の 個性，独 自性 を い か に 創っ て い くか

も 重要な 問題 と されて い る．
　 都 市 景観 を対 象 と し，景観 の 修 景 と創造 を 目的 と した 都市型

の 景 観条 例 は，1980 年 代 よ り増加 傾 向に あ り，そ の 交付例 は 現

在 まで に 100 以上 に上 る．都 市 型の 景観 条例 の 前 文 と目的 には，
都市 の 個 性づ く りに関連する用 語で ある 「歴史」 「自然」 「個性 ・

らし さ」 が 多用 されて い る（1）．
　 都 市 の 個性 を決定する要素 とし て ，都市を構成する 建物の色

彩，形 状，材質等が 考 え られ る．そ の 中で も 色彩 は，そ の 違 い

に よ っ て イ メージを 大 き く左右 す る 重要 な 要 素 の
一

つ で あ る．
都市 を構成 する 建物の 色彩を 考え る 場合，慴 々 の 建物 が い くつ

か並 んだ 時 の色 彩 の つ なが りが重 要な 要素 とな る．した が っ て，
一

つ の 建物で はな くい くつ か の建 物 の連な りで あ る 「街並み」

に 着 目す る 必 要が あ る．
　 そ こで 本稿 で は，そ れぞれ の 都市 の イ メージ に 適 した 街並み

色彩の 組み 合わ せ を，都市イ メ
ー

ジ．色彩調和，修正 に 必要な

コ ス トの 3 側 面か ら選 択 し，修 正 案 として 出 力す る 「色 彩計画

支援 シ ス テ ム」 を提案 す る．そ して，その シ ステ ム 中で の 都市

イ メ
ー

ジ の 評価 に必 要 と な る 「感 性 モ デル 」 の 構 築 を，ニ ュ
ー

ラル ネッ トワ
ー

クを用 い て 行う，

2．L ’

α
＊b’

表 色 系

　L
’
a
’
b
’
表 色 系

〔2）
は，C 王E が 1976 年 に 推奨 し た も の で あ り，

V ，ゴ ．ゲ の 3 軸 に よる 3次元空 闇で 色彩 を表現 す る ．L宰♂ ゲ

表 色 系 の 3 軸は ，おお よそ V 軸が 明暗，a
＊

軸が 赤一緑，ゲ 軸

が黄一青に 対応 して い る．こ の 表色系の 色空間内は 知覚的に ほ ぼ

均 等 な歩度 を持っ （均等 色空間 ） と い う特徴があ る．したがっ

て，あ る 2 色 間 の 色差 △ E
“

ab は，式 （1）の よ う に 表す こ とがで

き る．

△E   、
一［（△L

・
）
2
．
＋ （△の

2
＋ （△ の

2
］｝ （1）

　 た だ し，△ は，2 つ の 色 の L ＊

バ ゲ 表色系に お ける 各要素の

差で あ る．
　 こ の よ うな 性 質か ら，L “a ＊b＊表色 系は，　 RGB 表色 系等 の 均

等色 空問を持 た な い 表色 系 と比べ る と，人 間 の 色 の 違 い に対 す

る 感覚 の 相違 をそ の ま ま 扱 うの に 適 して い る ．そ こ で 本研究で

は，L ’a “b’表 色 系 を用 い て 街 並み の 持つ 色 彩 を 表現 す る ．

現状 の

街並 み色 彩

求め る

麺市イメージ

色 彩修正 案評 価 シス テム

評価 基奉

・
都市 の イメージ
・色彩 調和
4
色彩修正 の コ ス ト

色 彩計画 支援シス テ厶

Fig．1　Color　supPort 　system 　outline ．

街並み 色彩
修正案

3．シ ス テ ム 概 要

　 色 彩 計画支援 シ ス テ ム は，Fig．1 に 示す よ う に，現状 の 街 並み

の 色 彩 と求 め る 都市 の イ メ
ージ を入 力 と し，そ の 街並 み の色彩

修 正案 を 出力 とす る ．
　 シ ス テ ム で は まず，色彩修正 案の 候補を色彩修正 案デ

ー
タベ ー

ス か ら選 択 す る．次 に，．選 択 され た候 補 が修 正案 と して 適 切で

あ る か を，「都 市の イ メ
ー

ジ へ の 近 似 度」 「色 彩 の 調 和度」 「色 彩

修正 の コ ス ト」 の 3側 面か ら 評価す る．評価値が一一reの 基準に達
した色 彩 の 組 み 合 わせ を，修 正案 と して シ ス テ ム か ら出力 す る．
　3．1 色 彩修正 案デ ー

タ ベ
ー

ス 　　 色彩修正 案デ
ー

タ ベ
ー

ス

に は，街並みの 色彩修正案 と して現実的に 実現 可能な組み合わ

せ を，あ らか じ め 多数 用 意 し 格納す る．
　3．2　色彩修正 案評価 シ ス テ ム 　　 色彩修正 案評価 シ ス テ ム

で は，まず，色彩 修 正 案 データベ ー
ス か ら選 択され た色彩修正

案 候 補 が ，求 め る 都 市 の イ メージ に 適 して い る か を評価 す る．
支援 シス テ ム に 入 力さ れ た 求め る 都市イ メ

ー
ジ と，色彩修正 案

候補か ら受ける イ メ
ー

ジ と の 誤差を 求め，誤差 の 小 さ い もの ほ

ど高得点 と なる よ う に 定め る．こ の と き，色彩修正案がどの 様

な イ メ
ー

ジ を 与 え る か を 数値 と し て 定 量化 す る 必 要 が あ る．そ

こで ，修正 案の 街並 み に 使われ て い る 色彩 と，そ こ か ら受ける

イ メージ との 関 係 の モ デ ル化 を行 う．
　 次 に ，選択 さ れ た 色彩 修正 案 が ，実 際 の 街 並 み と して 適 して

い る か を，色彩調和の 観点で 評価す る．現 在ま で に，多数の 色

〔NaO2−10〕 日本機械学会第12回 イ ン テ リ ジ ェ ソ ト・シ ス テ ム ・シ ソ ポ ジ ウ ム 講演論文集 〔2002 −11．21 ，22 ，佐賀〕
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Table　l　Pairs　of 　a（ljectives　related 　to　townscape ・
　 形容詞番号　　　　　　形容 詞対

1 つ め た い 暖か い

2 雑 然と した 整然 と した

3 安 っ ぽい 豪華な

4 か わ い た 潤 い の ある

5 落ち 着か な い 落ち 着 い た

6 親 しみ の な い 親 しみ のあ る

7 心 地 よ くな い 心 地 よ い

8 人 工 的な 自然な

9 典型的な 個性的な

LO 保 守 的な 進 歩 的 な

n ひ っ そ り した 賑やか な

12 汚れ た きれ い な

L3 古 風 な 現 代的な

正4 格 調 のな い 格調 の ある

藍5 欧 米的な 日本的な

16 田舎風 な 都 会風 な

彩調 和 に 関 す る 報 告
（3）｛4）

が な さ れ て お り，そ れ ら を基 本 に，修

正案の 色彩調和を評価す るモ デル の 構 築 を行 う．

　 こ こ で，選択され た色 彩修 正案 が，都市の イ メ
ー

ジや色彩調

和 の 面 で 最適で あ っ て も，街並 み を構成 す る 建物 の 色 を 全て 変

更す る こ と は，現 実的 に不 可能 で あ る．多 くは ，街並 み の
一
部

分の 色 彩 を変更す る こ と と な る．そ こ で，支 援 シ ス テ ム に入 力

さ れた 現状の 街並み の 色彩 を，修正 案 の 色彩 に変 更す る の に必

要 な コ ス トを算出 し，そ の コ ス トに 基 づ き，コ ス トの 低 い もの

ほ ど高 得点 と な る よ うに 評価 を行 う．
　今回 は，シ ス テム 中で の 都市イ メージの評 価 に必 要 とな る 「都

市 の イ メ
ー

ジ の 感性 モ デ ル 1 の 構 築 を行 っ た．次 章で 感性 モ デ

ル の 構 築 につ い て 説 明 をす る．

4．都 市イ メージの 感性評価 モ デル

　街並み に 使わ れて い る 色彩 入 力 と し，その 街並み に 対す る標

準的なイメ
ージを 出力す る 「都市の イ メージ の 感性モ デル 」 の

構築を行う．モ デル は，感 性評 価 実験 の 結果 か ら，ニ ュ
ー

ラル

ネ ッ トワ
ークを用 い て構 築す る ．

　4．1　形 容詞 の収集　　 人問が ある 対象に 対 して 抱 くイ メー

ジ は，一般 に 「暖か い 」 や 「上品 な」 の よ うな形 容詞 に よ っ て

表現す る こ とが で き る．そ こ で，都市 イ メ
ー

ジ の 感性 評価 に 用

い る形 容詞 を 収集する．まず 形 容 詞辞 典（5）や，過去 の 調査
 

を参考 に，都市の イ メ
ージ を表 す語 と して 適 当な もの を約 470

語 抜粋 した．な お，この 段階 で 色 に 直 接関係 す る と思 わ れ る 語

（例 ：あ ざや かな，派手 な〉は省 い た．さ らに，こ れ らの 形容詞

が反対 の 意 味 を 持つ 対 と な る よ う に ま と め ，意味 の 重 複す る も

の を除外し，Tablelに示す よ うな 16の 形容 詞対 を得 た．
　4．2 街 並み サ ンプル 　　 次に．評価の 対 象 とな る ，住 宅 地

の街 並 みサ ン プル を 用 意す る．長 町 は，写真 と実 物 に大 きなイ

メージの 相違がない と報告して い る
の ．したが っ て 本研究 で は ，

建 物 を 正 面 か ら撮 影 した写 真 を用 い る，形状，材 質等 の 色彩 以

外の条件を統一す る ため に，同一
の 街 並み写 真 を用 い，それ に

着 色す る こ とで 100種類 の サ ン プル を 作成 した ．街並 み は，特

殊 な 装飾等 の な い
一般的 な住宅 を選 んだ．また，着色 す る 色 は，

実際の 街並 み を調査 しそ こ に使わ れ て い る色 を使用 した．
　4．3　都 市 イメージの 感 性評 価 実験 　　 街 並 み の 色彩 に対 す

る イ メ
ージを得 るため に，作 成 した toe枚 の街並みサ ン プル に

対 して SD 法
〔S〕

によ る 感性 評 価実験 を行 っ た ．今回の 実験で は

5 段 階 SD 尺 度 を 用 い た．
　実験は，IO 代後 半〜30 代 前 半の 男性 16 名，女 性 4 名 の 合 計

20 名を被験者 と して ，Fig．2 に 示す ような コ ン ピ ュ
ー

タ画 面上 で

行 っ た，画 面上に は，街並みサ ン プル i枚と ［6の 形 容詞対が表

示 され て お り，そ の 形容詞対間に 5 つ の ボ タンが 配置されて い

る．被 験 者は，そ れ らの 5 つ の ボ タ ン の 中か ら．表示 さ れ て い
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Fig．2　Screen　appearance 　of　the　experiments ．
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 形容詞番号

Fig．3　 The　number 　of　s   ples　evaluated 　as　the　center 　of　SD

　　　　scale 　by　more 　than 　50％ of 　the　subject ．

る街並みサ ン プル の イ メ
ー

ジ と して あて はま る もの を選 択す る ．
こ の 評価 を，用 意 した街 並みサ ン プル 全て に つ い て 行 う．サ ン

プル の 提 示順 に よ る実験結果 へ の 影響を 抑え る た め，サ ン プル

の提 示 は，被験 者毎 にそ れぞれ ラ ン ダム に 行っ た．また，被験

者 の 疲労 に よ る 影響 を 軽減す る た め ，実験 の 途 中，20 サ ン プル

ご とに 十分な休 憩時 間 を設 けた．
　4．4　形容 詞 の 選 択 　　 評 価実験 の 結果 を各 形容 詞 ごと に 整

理 し，モ デル 化 に お い て 適 当で な い 形 容 詞 を 除外 す る ．ま ず，
SD 尺度 の 中心 の 評価 が 多 い 形 容詞 は，そ の 形 容 司 に対 して ど

ち らともい えな い とい う評 価 が多 い こ とを示 して い る．そ の た

め，実際の 都 市 の イ メ
ージ を表現す るの に は適 当で な い 形容詞

で ある とい え る．また，評 価値の 分散が 大き い 形 容詞 に つ い て

も，個 人に よ り抱 くイ メ
ー

ジ が 大き く 異な る 形容 詞 で あ る と い

え る．Fig．3 に被 験者 の うち半数以上 が尺 度 の 中心 を回 答 したサ

ン プル 数 を，Fig．4 に 評価 値 の 分 散の 全サ ン プル に お け る 平 均
．

を示 す．Fig．3 よ り，形容詞 番号 3，4，12，］6 の 形容 詞 は
， 被

験者 の 50％以 上が 尺度 の 中心 を回 答 した サ ン プル 数 が 20 を超

えて い る こ と が わ か る．そ こ で ，こ れ ら 4 つ の 形容詞 を 除外 す

る．また，Fig．4 で は，全て の 形容詞で 分散の 全サ ン プル に お け

る平 均 が 1．2 を 下 闃 り，際 立 っ て 分散 の 高 い 形 容 詞 は 見 られ な

い ．こ れ よ り，以上 の 4 個 の 形容 詞 を感 性 モ デル 構築 に お い て

考慮 し な い もの と し た．
　4．5 感性モ デル の構築　　 感性モ デル の 構築には．各 形容 詞

対 ごとに 1つ の ニ ュ
ー

ラル ネ ッ ｝・ワ
ー

クを用 い て行 う．モデル
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L2 Table 　3　Wal1　colors 　of　the　testing　samples ．
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サ ンプル番 号 　 　建物 1壁色　 　建物 2 壁色 　 　 建 物 3 壁 色

　 　 0
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 形容詞番号

Fig．4　Average　variance 　of 　eva ｝uation 　scores　for　each 　samples ．

Table　2　1nput　items　for　the 　Kansei 　model ．
　 入 力番 号 　 　 　　 　 入 力要素

1 建物 1 壁 色 L ＊

2 建物 1 壁 色 α
累

3 建物 1 壁色 ゲ

4 建物 1 屋根 色 L 窄

5 建物 1 屋根色 α
宰

6 建物 1 屋根 色 ゲ

7 建物 1 建具 色 〃

8 建物 2 壁 色 ム
曝

9 建物 2 壁色 α
＊

10 建物 2 壁色 b＊

11 建物 2 屋根色 L ＊

12 建物 2 屋根 色 α
＊

13 建物 2 屋根 色 b累

14 建物 2 建具 色 L 宰

15 建物 3 壁色 L 宰

16 建物 3 璧色 α
＊

17 建物 3 壁色 b＊

18 建物 3 屋 根 色 〃

19 建物 3 屋根 色 α
ゆ

20 建物 3 屋根色 ゲ

21 建物 3 建 具色 L ＊

の 入 力値 は各建物 ごとに，壁色，屋根色 建具色と し，L 寧

ゴ ゲ

表色 系 に お ける，L
＊
，♂ ，ゲ の 各値 で 表現す る．た だ し，建 具

色 につ い て は，色域が 限られて い る ため L’α
＊

げ 表色 系 の L ’

軸

の み を使 用 す る．各入 力パ ラ メ
ー

タ を Table2 に示 す．各入 力値

は ［O，llの 範 囲の 実数 値 に 正 規化 して 扱 う，また，モ デ ル の 出

力 は ，各 形容詞 の 尺 度 を ［0，1】の 実数 値 で 表 す．用 い た ニ ュ
ー

ラ ル ネ ッ トワ
ークは，入 力層，出力 層，2 つ の 中間 層を 持つ 4

層構造で あり，各層の ユ ニ ッ ト数 は，入 力層か ら順に 21，30，
15，量 で あ る．
　 こ こ で，100の 街並 みサ ン プル か ら，ニ ュ

ー
ラル ネ ッ トワ

ーク

の 学 習 に使用 する サ ン プル を選 定す る．ニ ュ
ーラル ネ ッ トワ

ー

ク の 学習 に お い て は，学習 に 用 い る デ
ー

タ を ど う選 択す る か が

重 要 とな る．今 回 は，各 サ ンプル 中に お け る 色彩の 色相
・
彩度

分布に 着 目 し，そ れ らが偏 らない ように 注意 しな が ら 62 の サ

ン プル を学習用 データ と して 選定 した ．ま た，学習 用 データ に

使 用 しな い サ ン プル の うち，20 の サ ン プル を，検 証用 データ と

し，モ デル 構 築後 の検 証 実験 に使 用 す る．

　学 習ア ル ゴ リズ ム に はバ ッ ク プロ パ ゲ
ー

シ ョ ン
〔9｝

を 用 い た ．
各サ ン プル の 色彩 に対 応 した 値を ニ ュ

ー
ラ ル ネ ッ トワ

ークの 入

力，評価 実験 に お け る 評価値の 平 均 を出 力値 の 教 師データ とし，
重 み の 更 新 を行 う，こ れを全学習用サ ンプ ル につ い て ，繰 り返

し行い 学習させ る．

1 うす い 赤 紫 うす い 黄 ごく うずい 青

2 明る い 灰 色 明る い 灰色 明る い 灰 色

3 明る い 灰 色 明 る い 灰 色 明 る い 灰 色

4 うす い赤 紫 灰 黄 うすい 黄赤

5 くす ん だ黄赤 灰 黄 くす んだ黄赤

6 白 白 白

7 くすん だ黄赤 灰 色 くす んだ 黄赤

8 くす ん だ黄赤 明 る い 灰 色 くすんだ黄赤

9 くす ん だ黄赤 灰 黄 くす んだ黄赤

10 明る い 灰 色 白 明 る い 灰色

lI くす ん だ黄 赤 白 くすん だ黄赤

12 明るい 灰 色 白 ご く うすい 黄赤

13 明る い 灰 色 白 くすん だ黄赤

14 くす ん だ黄 赤 白 ご くうす い 黄 赤

15 くす ん だ黄赤 こ い 黄 くす ん だ黄赤

16 うすい 赤紫 白 うす い 黄

17 うす い 赤 紫 うすい 紫 明 る い灰 色

18 灰黄 灰黄 暗い青紫

19 うすい 赤紫 白 明 る い灰 色

20 明る い 灰 緑 白 明 る い灰 色

5．感性モ デル に よる評価結果 と考 察

　構築され た感性 モ デル を用 い て 検 証用 サ ン プル の 譁価 を 行 う

こ とで ，そ の モ デルの 有効性 につ い て 検証する．構築したモ デ

ル に，20 の街 並 み サ ン プル を検 証用データ と して 入 力 し，感性

モ デ ル によ っ て 得 られ た 出力と，評価実験で の 評価値 平均との

誤 差 を 求 め た ．Fig．s に 各街並 み サ ン プル に お け る モ デ ルの 出力

と評価実 験 で の 評価 値 平均 を示 す．な お，図 中の 破 線は 5 段 階

の SD 尺 度で ある ．この よ うに ，80％以 上 の サ ン プル にお い て ，
誤 差 は 025 以 下 を示 した，これ は 5 段階 の SD 尺 度 に お け る 1

以 下相当 し，イ メージの モ デル構 築 に お い て 良好 な結果で あ る，

　 こ こで ，検 証用 データの 入 力要 素の うち壁 色に つ い て，JIS系
統 色 名（2）を Table3に 示す．な お ，表 中 の 太字 で 示 し た 色 名 は，
出 力 され る イ メ

ー
ジ に 特に 影響 を与 えて い る と思 わ れ る 色彩 で

あ る．
　 まず，形 容詞 対 「落 ち着 か な い一落ち 着 い た 」 に 関 し て 検討

を行っ た．Fig5 （a）に示 すよ うに，サ ン プル 番号 L3 ，16，17，
19，20 に お い て ，モ デル は，比 較 的 「落 ち着 かな い 」 イ メ

ージ

を出力 して い る．これ は，壁色 と して 使 わ れて い る，うす い 赤

紫 ，うす い 黄，うす い 紫 等 の 彩 度 ・明度の 高 い 色彩が 影 響 して

い る．逆 に 「落 ち着 い た 」 イ メ
ー

ジ を 轟力 したサ ン プル 番 号 2，
4 〜15，18 で は．こ の よ うな色彩 はみ られな い ．こ の よ うな，彩

度 ・
明 度 の 高 い 色彩 とそ うで な い 色彩 と の イ メ

ー
ジ の 違 い は，他

の 形容 詞対 にお い て もは っ き り現れた．

　次に，形容 詞 対 「人工 的な一自然な 」 に着 目する．Fig．5（b）に

示す よ うに，サ ン プル 番 号 1，3，16〜20 に お い て 「人工 的 な 」

イ メ
ー

ジ の 出力が得 られ て い る．こ れ らの 大 半は彩 度 ・明度 の

高 い 色 彩 を含 むが，サ ン プル番 号 18 に 関 し て は こ の よ うな色

彩を含 ま な い ．暗 い 青紫 以外 は 「自然な」 と 出力 さ れ たサ ン プ

ル と共 通 の 色彩で ある こ とか ら，こ の 暗い 青紫 が影響を与 え て

い る と言 え る，暗い 青紫は，彩度 ・明度の 高くな い 色彩 と組 み

合 わ され た場 合 「落ち着い た］ イ メ
ー

ジ を与え る と 同時に 「人

工 的 な 」 イ メ
ー

ジ も 与 え る事 に な る．
’

　 最後に，形 容詞 対 「欧米 的な一日本 的な」 につ い て 述 べ る．こ

の 形 容 詞 対で は，他 の 形 容詞 対 と比 較 して 出 力イ メ
ー

ジ の 範囲

が 狭 く，色 彩 の 違 い に よ る イ メ
ー

ジ の 違 い が あま りは っ き り見

られない．こ の こ とか ら 「欧米的 な一日本的な i は，建物の 形状

等 の 色 彩 と は 関係 の 薄い 要 素に 左 右さ れや す い と考 え る こ と が

で きる，
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Fig．5　Examples　of 　the ［esting 　resu 正ts．
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6．お 　 わ 　 り　 に

　 本 稿で は，まず，街並み の 色彩 と都市の イ メ
ー

ジか ら，現状

の 街 並 み 色彩 の 修正 案 を 出 力 す る 「色 彩 計 画支援シ ス テ ム 」 を

提案 を行っ た，次 に，ニ ュ
ー

ラル ネ ッ トワ
ーク を用 い て ，都市 イ

メ
ージの 評価 に 必 要 となる 「感 性 モ デ ル」 の 構 築 を行 っ た．構

築 し た モ デル の 有効性に つ い て 検証 し た 結果．ほ と ん どの検 証

用 サ ン プル につ い て 良好 な結果 が得 られた．今 後 引き続 き，色

彩 調和 度 評価 モ デル の 構 築や コ ス ト評 価 方法 等 の 検 討 を行 い，
今 回提 案 した シス テ ム の 実現 を 目指す．

（9） 馬 場則 夫．小 島史男，小 澤誠
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　 　 VbL　lO．　 No ．6，　 pp，1063−1077，（1998）

〈il） 木下雄一朗．亀井且 有：ニ ュ
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クに よ る街 並 み の 色
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